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一　般　質　問一　般　質　問

　
　
人
口
減
少
や
担
い
手
不

足
に
よ
り
、
地
域
の
付
加
価

値
創
出
や
経
済
の
循
環
規
模

は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
市

と
し
て
新
た
に
収
益
を
生
み
、

地
域
全
体
で
稼
ぐ
力
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
課
題
と
思
う

が
、
現
在
の
取
組
内
容
を
伺

う
。
　
　
地
元
で
生
み
出
せ
る
付

加
価
値
や
地
域
経
済
の
循
環

を
高
め
る
取
組
と
し
て
、
移

住
促
進
や
ス
ポ
ー
ツ
等
の
交

流
人
口
拡
大
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
農
業
へ
の
支
援
、
企

業
誘
致
の
推
進
、
宮
崎
県
都

城
市
と
の
物
産
品
相
互
取
扱

に
関
す
る
協
定
、
市
民
の
健

康
づ
く
り
や
空
き
家
対
策
に

係
る
民
間
企
業
と
の
連
携
協

定
、
台
湾
・
ベ
ト
ナ
ム
と
の

交
流
な
ど
多
様
な
施
策
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通

じ
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
た

地
域
経
済
の
発
展
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
　
地
域
課
題
が
高
度
化
・

複
雑
化
す
る
中
、
本
市
に
お

い
て
も
市
民
が
主
体
的
に
関

わ
る
取
組
は
、
地
域
の
維

持
・
活
性
化
の
た
め
、
不
可

欠
な
状
況
に
あ
る
。
多
様
な

市
民
が
参
加
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
考

え
を
伺
う
。

　
　
市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を

通
じ
て
多
様
な
視
点
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
が
、
働
く
世

代
や
子
育
て
世
代
な
ど
、
時

間
の
制
約
が
あ
る
方
々
に
も

参
画
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
意
見
募
集
や
、
市

民
団
体
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
情
報
の
発
信
な
ど
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
も
こ
う
し
た

取
組
を
継
続
し
、
市
民
参
画

を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
稼
ぐ
力
を
高
め
る
取
組

官
民
一
体
の
経
済
発
展
を
図
る

返
礼
品
拡
充
と
今
後
の
見
込
み

新
た
な
返
礼
品
開
発
に
努
め
る

市
民
の
主
体
的
参
加

に
向
け
た
取
組
は

ふるさと納税ＰＲチラシ

第４回定例会で行った10人の
議員の一般質問を紹介します。
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全
国
的
な
少
子
化
で
児

童
生
徒
数
が
減
少
し
、
学
校

の
小
規
模
化
が
急
速
に
進
ん

で
い
る
。
子
供
の
学
び
と
成

長
を
支
え
る
た
め
、
適
正
な

教
育
環
境
の
整
備
が
求
め
ら

れ
る
が
、
将
来
を
見
据
え
た

小
中
一
貫
校
の
導
入
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
本
市
で
は
、
深
川
市
学

校
配
置
基
本
方
針
等
に
基
づ

き
学
校
配
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
方
針
等
で
は
小
中
一
貫

教
育
に
触
れ
て
い
な
い
た
め
、

現
時
点
で
義
務
教
育
学
校
な

ど
の
小
中
一
貫
校
に
関
す
る

考
え
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

小
中
連
携
は
大
変
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
各
中
学
校
区

で
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
後
も
子
供
た
ち
に

と
っ
て
よ
り
よ
い
教
育
環
境

と
な
る
よ
う
、
多
様
な
教
育

形
態
を
視
野
に
引
き
続
き
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
が
ん
治
療
に
よ
る
脱
毛

は
心
理
的
負
担
と
な
り
、
高

額
な
医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
等
を

購
入
で
き
ず
悩
む
患
者
も
い

る
。
外
見
の
変
化
は
生
活
や

社
会
参
加
に
影
響
を
及
ぼ
す

た
め
、
外
見
ケ
ア
を
支
援
す

る
助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
現
在
、
財
源
確
保
の
観

点
か
ら
、
北
海
道
市
長
会
を

通
じ
て
、
令
和
７
年
度
春
季

以
降
の
国
へ
の
要
請
事
項
に
、

が
ん
治
療
者
の
ア
ピ
ア
ラ
ン

ス
ケ
ア
に
関
す
る
助
成
を
追

加
し
、
要
請
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
ア
ピ
ア

ラ
ン
ス
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

方
の
実
態
や
支
援
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
た
め
、
従
来
の
保

健
師
に
よ
る
健
康
相
談
に
加

え
、
新
た
に
相
談
会
の
開
催

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ

れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
試

行
的
な
助
成
制
度
の
実
施
も

含
め
、
支
援
の
在
り
方
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

小
中
一
貫
校
導
入
の
考
え
は

多
様
な
教
育
形
態
を
研
究
す
る

医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
等

助
成
制
度
の
創
設
を

　
　
昨
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
は
非
常
に
好
調
で
、
着
実

に
寄
附
額
を
伸
ば
し
て
い
る
。

今
後
は
、
寄
附
者
に
と
っ
て

魅
力
的
で
、
地
域
に
も
確
か

な
効
果
が
見
え
る
取
組
が
必

要
と
思
う
が
、
返
礼
品
の
拡

充
状
況
と
今
後
の
見
込
み
を

伺
う
。

　
　
現
在
、
ふ
る
さ
と
納
税

サ
イ
ト
に
は
約
１
０
０
種
類

の
返
礼
品
を
掲
載
し
て
お
り
、

今
年
度
は
約
20
点
を
新
た
に

追
加
し
ま
し
た
。
今
後
の
見

込
み
に
つ
い
て
は
、
市
内
事

業
者
か
ら
既
に
問
合
せ
を
受

け
て
い
る
返
礼
品
も
あ
り
ま

す
の
で
、
速
や
か
に
掲
載
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
新
た
な
返
礼
品

の
発
掘
や
開
発
に
も
力
を
入

れ
、
深
川
市
の
魅
力
を
広
く

発
信
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
返
礼
品
の
確
保
に
努
め
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
令
和
７
年
10
月
に
開
催

さ
れ
た
農
道
音
楽
祭
は
大
変

な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、
会
場

外
で
も
来
街
者
消
費
に
よ
る

経
済
効
果
が
波
及
し
た
。
継

続
開
催
の
た
め
、
団
体
や
企

業
、
自
治
体
の
連
携
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
関
わ
り

方
を
伺
う
。

　
　
地
域
主
体
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
企
画
・
運
営
の
主
体
性

を
尊
重
し
つ
つ
、
行
政
と
し

て
可
能
な
範
囲
で
支
援
し
て

い
ま
す
。
行
政
が
過
度
に
関

与
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
自
ら
築
き
上
げ

る
交
流
の
場
を
尊
重
し
、
必

要
に
応
じ
て
支
え
る
こ
と
が

継
続
開
催
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
農
道
音
楽
祭

を
は
じ
め
、
地
域
発
の
特
色

あ
る
イ
ベ
ン
ト
が
着
実
に
発

展
し
、
地
域
全
体
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
、
必
要
に

応
じ
て
支
援
の
在
り
方
を
検

討
し
ま
す
。

農
道
音
楽
祭
と
市
の

関
わ
り
方
に
つ
い
て

まつもとまさひろ

「令和公明クラブ」
松本雅祐  議員

医療用ウィッグのイメー
ジ

深川市学校配置
基本方針
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聴
覚
障
が
い
者
や
加
齢

性
難
聴
者
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
言
葉
を
瞬
時
に
文
字

へ
変
換
す
る
字
幕
表
示
シ
ス

テ
ム
が
各
分
野
で
導
入
さ
れ

て
い
る
。
市
庁
舎
の
窓
口
で

の
字
幕
表
示
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
庁
舎
窓
口
へ
の
字
幕
表

示
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
耳

の
聞
こ
え
づ
ら
い
方
へ
の
支

援
だ
け
で
な
く
、
外
国
語
で

の
相
談
対
応
に
も
有
効
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
音

声
認
識
や
翻
訳
の
精
度
、
窓

口
で
の
操
作
性
、
導
入
コ
ス

ト
な
ど
の
課
題
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
先
行
自
治
体
の
事
例

収
集
や
、
本
市
窓
口
に
お
け

る
ニ
ー
ズ
な
ど
の
実
態
把
握

に
努
め
ま
す
。

　
　
令
和
７
年
９
月
か
ら
緊

急
銃
猟
制
度
が
施
行
さ
れ
、

市
町
村
は
一
定
の
技
術
を
有

す
る
狩
猟
者
へ
捕
獲
業
務
を

委
託
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

危
険
を
伴
う
捕
獲
・
駆
除
業

務
に
対
し
、
市
の
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
考
え
を

伺
う
。

　
　
現
行
の
鳥
獣
保
護
管
理

法
で
は
、
住
宅
地
で
の
銃
猟

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

建
物
に
熊
が
立
て
こ
も
る
ケ

ー
ス
な
ど
対
処
が
困
難
な
状

況
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
活

圏
に
出
没
し
た
際
に
安
全
を

確
保
し
た
上
で
銃
猟
を
可
能

と
す
る
法
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
国
が
示
す
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
、
通
報
対
応
や
住

民
へ
の
注
意
喚
起
、
交
通
規

制
、
避
難
な
ど
安
全
確
保
の

手
順
を
は
じ
め
、
緊
急
銃
猟

の
条
件
、
委
託
、
損
失
補
償

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
も
警

察
や
猟
友
会
と
協
議
し
な
が

ら
慎
重
に
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

窓
口
に
字
幕
表
示
シ
ス
テ
ム
を

窓
口
で
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
す
る

緊
急
銃
猟
に
対
す
る

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

　
　
現
在
、
有
害
鳥
獣
対
策

支
援
員
と
し
て
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
２
人
が
任
用
さ

れ
て
お
り
、
有
害
鳥
獣
の
駆

除
活
動
で
、
す
ば
ら
し
い
成

果
を
上
げ
て
い
る
。
３
年
間

の
任
期
満
了
後
の
サ
ポ
ー
ト

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺

う
。
　
　
本
市
で
は
、
令
和
６
年

８
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
２
人
を
有
害
鳥
獣
対
策
支

援
員
と
し
て
任
用
し
、
エ
ゾ

シ
カ
や
ヒ
グ
マ
な
ど
の
捕
獲
、

わ
な
の
見
回
り
、
住
民
へ
の

注
意
喚
起
な
ど
に
精
力
的
に

取
り
組
み
、
農
作
物
被
害
の

防
止
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。
本
市
と
し
て
は
、
任

期
満
了
後
も
市
内
に
定
住
し
、

対
策
の
中
核
的
な
役
割
を
担

っ
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
今
後
の
希

望
や
意
向
を
丁
寧
に
伺
い
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
定
着

に
向
け
、
総
合
的
に
支
援
し

て
い
く
考
え
で
す
。

　
　
気
象
変
動
に
よ
り
木
の

実
な
ど
が
減
少
し
、
熊
の
エ

サ
が
不
足
す
る
状
態
が
数
年

続
い
て
お
り
、
全
国
的
に
多

く
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
の
継
続
に

加
え
、
新
た
な
対
策
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
近
年
、
木
の
実
不
足
の

影
響
で
ヒ
グ
マ
の
人
里
へ
の

出
没
が
増
え
、
本
市
で
も
目

撃
情
報
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
警
察
や
猟
友
会
と
連

携
し
、
現
地
確
認
や
注
意
喚

起
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

猟
友
会
の
担
い
手
減
少
な
ど

を
踏
ま
え
、
新
た
な
対
策
も

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
春

期
管
理
捕
獲
や
撃
退
装
置
の

活
用
な
ど
他
市
の
事
例
を
参

考
に
し
つ
つ
、
地
域
特
性
を

踏
ま
え
、
市
民
の
安
全
確
保

を
最
優
先
に
効
果
的
な
対
策

を
研
究
し
ま
す
。

増
加
す
る
熊
被
害
へ

の
対
策
に
つ
い
て

緊急銃猟制度：環
境省HP

まつばら こ

「日本共産党」
松原やす子  議員

安全確保された緊急銃猟
のイメージ

　
　
物
価
高
に
直
面
す
る
家

計
や
企
業
を
支
援
す
る
た
め

の
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の

活
用
に
つ
い
て
、
地
域
の
実

情
に
即
し
た
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
本
市
の
考
え
と

市
民
へ
の
迅
速
な
支
援
に
向

け
た
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
伺
う
。

　
　
国
は
令
和
７
年
11
月
に
、

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る

生
活
者
や
事
業
者
を
支
援
す

る
た
め
、
重
点
支
援
地
方
交

付
金
の
拡
充
方
針
を
閣
議
決

定
し
ま
し
た
。
現
時
点
で
は

具
体
的
な
金
額
が
示
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
国
の
通
知
を

踏
ま
え
、
施
策
の
優
先
順
位

を
考
慮
し
、
生
活
者
や
事
業

者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

事
業
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、

国
は
年
内
の
予
算
化
を
目
指

し
て
お
り
、
情
報
が
確
定
次

第
、
速
や
か
に
対
応
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
　
社
会
情
勢
が
変
化
す
る

中
に
あ
っ
て
も
、
財
政
規
律

と
健
全
性
を
確
保
し
て
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
的
な
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
健
全
な
財
政
運
営
に
関

す
る
条
例
の
制
定
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
伺

う
。
　
　
本
市
は
、
財
政
事
項
の

公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

き
年
２
回
、
広
報
紙
で
財
政

状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

明
文
化
さ
れ
た
財
政
運
営
ル

ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地

方
債
発
行
額
を
償
還
額
以
下

に
抑
え
る
な
ど
一
定
の
規
律

を
維
持
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
基
本
方
針
や
中
期
的
見

通
し
に
基
づ
く
計
画
的
対
応

が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
他

市
の
事
例
を
参
考
に
、
条
例

制
定
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、

そ
の
方
向
性
を
踏
ま
え
た
仕

組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

国
の
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

国
方
針
に
基
づ
き
事
業
を
検
討

有
害
鳥
獣
支
援
員
に
つ
い
て

協
力
隊
員
の
定
着
を
支
援
す
る

健
全
な
財
政
運
営
に

関
す
る
条
例
制
定
は

ヒグマの目撃情報
：市HP

い とう み　え　こ

「民主クラブ」
伊藤美恵子  議員

やまもととき お

「令和公明クラブ」
山本時雄  議員

令和７年総合経済
対策：首相官邸H
P

熊出没注意看板
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健
康
保
険
証
の
廃
止
に

伴
い
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
う
ち
、
マ
イ
ナ
保
険
証

を
持
た
な
い
方
へ
健
康
保
険

証
に
代
わ
る
資
格
確
認
書
を

自
動
送
付
し
た
こ
と
を
確
認

し
た
い
。
ま
た
、
他
の
自
治

体
も
同
様
に
自
動
送
付
し
て

い
る
か
。

　
　
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
に
つ
い
て
は
、
従
来
の

健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
が

切
れ
る
前
の
令
和
７
年
７
月

に
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
所
持

し
て
い
な
い
方
へ
申
請
不
要

で
自
動
的
に
資
格
確
認
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
つ
い
て
は
、
暫
定

的
な
措
置
と
し
て
、
マ
イ
ナ

保
険
証
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
令
和
８
年
７
月
31
日
ま

で
有
効
と
な
る
資
格
確
認
書

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
他
の

自
治
体
で
の
資
格
確
認
書
の

送
付
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

詳
細
を
把
握
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
国
の
方
針
に
基
づ
き
運

用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
令
和
７
年
10
月
に
大
規

模
災
害
を
想
定
し
実
施
さ
れ

た
防
災
総
合
訓
練
で
は
、
関

係
機
関
の
連
携
が
確
認
さ
れ

た
と
聞
く
が
、
計
画
ど
お
り

円
滑
に
進
め
ら
れ
た
の
か
。

あ
わ
せ
て
、
冬
期
に
お
け
る

訓
練
計
画
に
対
す
る
市
の
考

え
を
伺
う
。

　
　
今
回
８
年
ぶ
り
に
開
催

し
た
防
災
総
合
訓
練
は
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
重
視
し
、

令
和
６
年
４
月
の
防
災
会
議

以
降
、
協
力
依
頼
と
協
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
当
日
は

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
被
害
状
況

調
査
、
応
急
救
護
、
陸
上
自

衛
隊
と
の
避
難
者
輸
送
な
ど
、

各
機
関
と
連
携
し
た
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
後
は
実

践
的
な
避
難
訓
練
や
市
民
周

知
を
重
視
し
た
訓
練
、
さ
ら

に
冬
期
災
害
を
想
定
し
た
訓

練
の
実
施
に
向
け
研
究
を
進

め
、
関
係
機
関
と
の
関
係
構

築
に
努
め
ま
す
。

　
　
Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
廃
線
後
、

深
川
・
石
狩
沼
田
間
の
代
替

交
通
に
加
え
、
北
一
已
駅
周

辺
住
民
へ
の
タ
ク
シ
ー
助
成

が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
対
象
範
囲
は
ど
こ
か
。
ま

た
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
１
市
２

町
で
締
結
し
た
覚
書
の
内
容

を
伺
う
。

　
　
深
川
・
石
狩
沼
田
間
の

代
替
交
通
は
、
日
中
は
空
知

中
央
バ
ス
が
沼
田
線
を
継
続

運
行
し
、
朝
夕
は
道
北
バ
ス

と
明
日
萌
観
光
バ
ス
が
新
た

に
運
行
を
担
い
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
18

年
間
で
自
治
体
ご
と
に
３
億

６
４
０
０
万
円
の
運
行
経
費

と
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
７

０
０
０
万
円
の
支
援
を
確
約

し
、
令
和
７
年
９
月
30
日
に

覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
ま

た
、
北
一
已
駅
周
辺
住
民
に

は
タ
ク
シ
ー
助
成
を
検
討
し

て
お
り
、
対
象
範
囲
な
ど
を

今
後
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
の
廃

線
後
に
つ
い
て

保
険
証
廃
止
と
資
格

確
認
書
の
自
動
送
付

資格確認書のイメージ

さ　さ　き かず お

「れいわ新選組」
佐々木一夫  議員

資格確認書及び資
格情報通知書の交
付について：市HP

　
　
障
が
い
者
雇
用
は
、
雇

用
率
を
上
げ
る
段
階
か
ら
キ

ャ
リ
ア
形
成
や
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
支
え
る
段
階
へ
移
行
し

て
い
る
。
行
政
と
し
て
、
現

代
の
労
働
市
場
で
求
め
ら
れ

る
ス
キ
ル
を
学
べ
る
環
境
の

整
備
や
取
組
を
行
っ
て
い
る

か
伺
う
。

　
　
Ｉ
Ｔ
・
デ
ジ
タ
ル
ス
キ

ル
習
得
の
環
境
整
備
は
、
障

が
い
者
の
就
労
機
会
の
拡
大

と
職
場
定
着
に
重
要
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
教

育
訓
練
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
障
が
い
者
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
や
市
内
企
業
の
法
定

雇
用
率
の
向
上
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
国
や
北
海
道
が
実
施

す
る
公
共
職
業
訓
練
の
情
報

提
供
や
支
援
制
度
の
周
知
を

進
め
て
い
る
ほ
か
、
農
福
連

携
懇
談
会
を
通
じ
て
農
作
業

ス
キ
ル
の
習
得
機
会
を
設
け

て
い
ま
す
。
今
後
も
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
障
が
い
者
の

雇
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
　
投
票
所
が
遠
い
、
行
く

手
段
が
少
な
い
と
い
う
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
買

物
の
つ
い
で
に
立
ち
寄
れ
る

利
点
を
踏
ま
え
、
現
在
、
町

な
か
に
建
設
中
の
複
合
施
設

に
投
票
所
及
び
期
日
前
投
票

所
を
設
置
す
る
考
え
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
期
日
前
投
票
所
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
投
票
管
理
者

や
立
会
人
な
ど
の
人
的
要
件

に
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
面
は
設
置
が
困
難
と
考
え

て
い
ま
す
。
一
方
、
選
挙
当

日
の
投
票
所
設
置
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
第
１
投
票
所
と

し
て
使
用
し
て
い
る
中
央
公

民
館
が
、
令
和
８
年
秋
に
供

用
廃
止
予
定
で
あ
る
た
め
、

新
た
な
第
１
投
票
所
の
候
補

と
し
て
、
複
合
施
設
の
活
用

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
は

関
係
機
関
と
連
携
し
雇
用
促
進

公共職業訓練（障
がいのあるかた）
：市HP

防
災
総
合
訓
練
実
施
に
つ
い
て

冬
期
災
害
の
訓
練
実
施
を
研
究

複
合
施
設
に
投
票
所

を
設
置
す
る
考
え
は

複合施設内観イメージ

防災に関する協定
：市HP

関係機関との連携を重視
した防災総合訓練の様子

おおまえあき よ

「民主クラブ」
大前昭代  議員

きたむら かおる

「公政クラブ」
北村　薫  議員
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雨
竜
川
で
は
３
年
連
続

で
大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
が

発
生
し
て
い
る
。
市
と
し
て
、

川
岸
の
木
の
伐
採
や
河
床
掘

削
な
ど
の
対
策
に
係
る
予
算

確
保
を
河
川
事
務
所
や
北
海

道
に
働
き
か
け
る
な
ど
、
今

後
の
氾
濫
対
策
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
令
和
７
年
８
月
の
大
雨

で
は
、
北
海
道
開
発
局
に
よ

る
樹
木
伐
採
の
効
果
で
、
河

川
水
位
が
約
20
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
低
下
し
、
氾
濫
は
回
避

さ
れ
ま
し
た
が
、
一
部
で
浸

水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
市
と
し
て
も
樹

木
伐
採
や
河
道
掘
削
な
ど
の

治
水
事
業
に
必
要
な
財
源
確

保
を
国
へ
求
め
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

も
上
流
域
で
の
対
策
の
継
続

に
つ
い
て
、
雨
竜
川
治
水
促

進
期
成
会
を
通
じ
て
国
に
対

し
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
毎
年
約
８
０
０
０
人
が

退
職
す
る
自
衛
隊
員
に
農
業

へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
、
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
や

関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
農

業
体
験
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
の

機
会
を
設
け
る
な
ど
、
担
い

手
確
保
対
策
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
退
職
自
衛
官
の
農
業
分

野
へ
の
参
入
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
６
月
に
農
林
水
産

省
や
防
衛
省
、
農
業
団
体
な

ど
が
人
材
確
保
の
強
化
に
向

け
た
申
合
せ
を
締
結
し
ま
し

た
。
本
市
で
も
、
深
川
未
来

フ
ァ
ー
ム
が
最
寄
り
の
自
衛

隊
へ
情
報
提
供
を
依
頼
し
、

就
農
希
望
者
の
農
業
体
験
や

相
談
に
つ
な
げ
る
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
後
も
深
川

未
来
フ
ァ
ー
ム
や
Ｊ
Ａ
き
た

そ
ら
ち
と
連
携
し
、
農
業
を

再
就
職
先
と
し
て
選
択
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
退
職
自
衛

官
を
含
む
人
材
確
保
を
推
進

し
ま
す
。

雨
竜
川
の
氾
濫
対
策
に
つ
い
て

治
水
対
策
の
財
源
確
保
を
要
望

農
業
現
場
の
担
い
手

確
保
対
策
に
つ
い
て

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

質
問
内
容
は
、
深
川
市
議
会
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
般
質
問
通
告
表
で
確
認
で
き
ま
す
。

深川市議会
YouTube
チャンネル

一般質問
通告表

う　どうまさ お

「公政クラブ」
有働正夫  議員

令和７年８月の大雨によ
る雨竜川の浸水被害

農業自衛隊HP

■田畑　陽美 議員
・ふかがわシードルのさらなるＰＲ活動について
・市職員の副業解禁後の状況と今後の考えについて

■新田　　旺 議員
・防犯カメラ設置支援による安心・安全なまちづくりについて

■松本　雅祐 議員
・森林環境譲与税を活用したグリーンパーク２１の修繕について
・事業者が設置する太陽光発電設備について

■伊藤美恵子 議員
・市立病院看護師の働き方改革について
・市役所の窓口開庁時間の変更について

■山本　時雄 議員
・空き家流通対策について
・深川産バレイショについて

■松原やす子 議員
・コンサルタントやアドバイザー頼みだけでない、現場発信の工夫を

■大前　昭代 議員
・居住サポート住宅について
・ゴミの分別について

■北村　　薫 議員
・夏まつりと冬のイベントについて
・市内ハイヤー業者の営業時間短縮について

■佐々木一夫 議員
・市立病院職員処分問題の虚偽答弁及び調査委員会報告書の信憑性・立証性に
　ついて
・高額療養費制度とＯＴＣ類似薬の保険適用除外及び高齢者医療負担の動きと
　今後の影響について
・市営住宅単身高齢入居者の問題について
・新聞報道された空き家解体行政代執行について
・下水道汚泥処理費について
・吉住公民館の廃止について

■有働　正夫 議員
・マイナ保険証の普及活動について


